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高等学校教科書の理系 4 科目の重要語に基づいた
漢字リスト作成の試み

下村　朱有美 ・日比　伊奈穂

1. はじめに

近年、 情報通信機器の普及が目覚ましく、 日常生活でもさまざまなものの機械

化が進んでいる。 また、 さまざまなアプリケーションソフト （アプリ） の開発も

進んでおり、 現代社会では機器やアプリを駆使して生活することがごく一般的と

なっている。 それに伴い、 日常生活において手で文字を書くということは少なく

なり、 「漢字が読めるけれど書けない」 といったことがますます聞かれるように

なった。

このような状況の中、 日本語学習者への漢字の指導は、 その在り方を見直す時

期に来ていると言える。 非漢字圏の学習者にとって漢字の学習は負担が大きい。

手で文字を書くことが少なくなっている現代において、 負担を軽減し、 学習者の

状況に合った指導内容、 指導方法がどのようなものであるかを再考することが求

められている。

そこで、 本研究では、 理系の大学に進学する留学生を対象とした漢字教材を開

発することを目的として、 高等学校教科書の 「数学」 「物理」 「化学」 「生物」 の

索引に出現する漢字について、 科目別の漢字リストの作成を行った。 進学のため

の日本語予備教育では、 一般的な日本語教育での語彙や漢字の学習が中心で、 理

系科目の語彙や漢字を取り上げて学習する機会は少ないと考えられる。 現行の高

等学校教科書の各科目の索引で使われている漢字をリストとして整備し、 特定の

科目で出現しやすい漢字を把握することにより、 大学の理工系学科へ進学を目指

す日本語学習者が進学準備段階から進学後にかけて各自の分野で必要な漢字を優

先的に学習する環境の整備に寄与できると思われる。

<研究ノート>
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本稿では、 文部科学省検定済教科書 147 冊の巻末の索引に出現する漢字を出現

数や字種毎に分析し、 科目別にどのような漢字が使われているのかを明らかにす

る。 また、 本リストを活用した教材開発について検討する。

2. 先行研究

理系留学生の漢字教育や漢字教材の開発を目的とした高等学校教科書の漢字や

語彙の分析はいくつか行われている。

向井他 （2005） は理工系学部留学生の既有漢字知識を明らかにするために、

『物理Ⅰ』 『物理Ⅱ』 に出現する漢字を調査している。 その結果、 上位出現漢字

300 字で延べ漢字数の 90% をカバーしていることを明らかにしている。 このこ

とは、 物理の分野の漢字として出現頻度上位の 300 字の習得が必要であることを

示していると言える。

また、 小宮 （2006, 2017） は高等学校数学教科書の索引に掲載される語句の調

査を行っている。 小宮 （2006） は、 『数学Ⅰ』 26 冊、 『数学Ⅱ』 26 冊、 『数学Ⅲ』

20 冊を対象に調査を行い、 全体の異なり語数 771 語のうち各分野の索引に半数

以上出現した 174 語を 「理工系留学生のための数学の専門語」 と位置付けてい

る。 さらに小宮 （2017） では、 中学校の数学教科書の調査も行い、 小宮 （2006）

の高等学校教科書の調査と合わせて、 328 語を専門語として選定している。 小宮

の両調査は、 数学教科書の語彙調査としては規模が大きいもので、 数学分野の重

要語彙を明らかにしたと言えよう。

化学の分野の研究には久保田 ・杉山 （2022） がある。 久保田らは高等学校化学

基礎分野の教科書 2 冊に出現する漢字のうち、 出現頻度が上位 100 字以内で、 か

つ、 両教科書に共通して現れる漢字を抽出し、 理工系漢字教材や一般の漢字教材

と比較している。 その結果、 既存の漢字教材で化学基礎分野の漢字が 7 割カバー

できることを明らかにした。 しかし、 その一方で指摘するのは、 化学基礎分野で

頻出する漢字には一般漢字教材や理工系漢字教材に掲載されないものも多く、 そ

うした教材では化学基礎分野の漢字学習を十分に満たすことができないという点

である。 また、 語彙についても調査を行い、 語彙は既存教材でカバーされている

割合が大幅に低く、 さらに、 語彙の意味や読みには化学基礎分野特有のものもあ
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ることを指摘している。 久保田 ・杉山 （2022） の指摘は、 理系の大学に進学する

学生のための漢字や漢字語彙教材の必要性を裏付けるものだと言える。

このように、 高等学校教科書を調査対象とした研究はいくつか行われ、 理系語

彙 ・漢字の指導が必要であることが明らかとなってきている。 しかしながら、 こ

れまでの調査は分野が限られるなど限定的なものが多い。 そこで、 本研究では、

高等学校教科書の理系科目全般を対象として調査を行った。 次節でその詳細を述

べる。

3. データ収集

本調査では以下に述べる教科書の索引に出現する漢字を分析対象とする。 各教

科書の巻末に設けられている索引では当該科目の重要語や特徴的な語が扱われて

いることが多く、 索引に出現している漢字を分析することにより、 各科目で使用

される漢字の傾向を把握することができると考えられる。

調査対象とするのは文部科学省が公開している 「高等学校用教科書目録 （令和

5 年度使用）」 に記載されている教科書の中で、 「第 1 部 学習指導要領 （平成 30

年文部科学省告示第 68 号） に基づいて編集された文部科学省検定済教科書及び

文部科学省著作教科書」 で扱われている教科書に含まれる 147 冊の索引である。

教科 冊数 教科 冊数

数学 数学Ⅰ 17 物理 物理基礎 10
数学Ⅱ 17 物理 9
数学Ⅲ 12 化学 化学基礎 12
数学A 17 化学 8
数学B 16 生物 生物基礎 11
数学C 13 生物 5

合計 147 冊

表 1　分析対象教科書 （「物理」 「化学」 「生物」 の分類は調査者による）
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数学の教科書の中には 「解答集」 「サポートブック」 が分冊として設けられて

いる教科書もあったが、 索引のページが設けられていないため分析対象から除外

した。 なお、 本稿では紙幅の都合で扱わないが、 上記で分析対象とした教材と同

様、 「科学と人間生活」 （5 冊）、 「地学基礎」 （5 冊）、 「地学」 （1 冊） の教科書も

同様に分析した。

索引の中では複数のリストが設けられていることがあり、 同一リストの中で表

記が完全に重複する項目が扱われている場合は複数ある中で 1 点のみを分析対象

とした。 また、 索引の項目として人物名が挙げられている場合も他の項目と同様

に収集した。

さらに索引の中にはアルファベットも含め五十音順に項目が配置されているリ

スト （①） が示された後、 アルファベットの表記で始まる表現のみがリストとし

てまとめられている索引 （②） もあったが、 ②に含まれている項目は全て①に含

まれていたため、 ②のリスト内の項目は分析対象としなかった。 同様に、 複数の

リストが設けられている教科書の中で、 複数のリスト間で項目の提示順のみが異

なっており、 提示されている項目が完全に重複している場合は上記と同様、 複数

ある中で 1 点のみを分析対象とした。 また、 索引内の記号のリストについては漢

字が含まれているもののみ収集した。

なお、 索引の中には項目の解説が含まれている教科書もあったが、 解説部分は

分析対象から除外した。 さらに、 索引中の表記と教科書の本文中で記載されてい

る表記が異なる場合は、 教科書の本文中で記載されている表記を分析対象とし

た。

以下に対象とした教科書から収集した語数、 及び漢字数の一覧を表 2 に示す。

表 2 には各教科書の索引から収集した 「収集語数」 と教科書の 「冊数」 をもとに

算出した 「1 冊あたりの平均語数」、 及び、 漢字については収集した語の中に含

まれていた漢字の総数を 「出現漢字数」、 出現した漢字の字種を 「出現漢字種数」

として記載する。 なお、 小数点以下 3 桁以降は四捨五入し、 小数点以下 2 桁まで

の数値を示すこととする。
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教　科 収集語数 冊数
1冊あたり
の平均語数

出現
漢字数

出現漢字
種数

数学 数学Ⅰ 2,561 17 150.65 7,457 231
数学Ⅱ 2,014 17 118.47 6,534 167
数学Ⅲ 1,205 12 100.42 4,527 148
数学A 1,888 17 111.06 6,225 174
数学B 1,295 16 80.94 4,712 219
数学C 1,660 13 127.69 4,701 171

数学 10,623 92 115.47 34,156 410
物理 物理基礎 3,597 10 359.70 9,998 369

物理 4,320 9 480.00 12,369 457
物理 7,917 19 416.68 22,367 496

化学 化学基礎 6,512 12 542.67 16,499 456
化学 8,097 8 1012.13 18,153 566

化学 14,609 20 730.45 34,652 652
生物 生物基礎 6,570 11 597.27 14,577 691

生物 4,909 5 981.80 11,979 755
生物 11,479 16 717.44 26,556 919

総計 44,628 147 303.59 117,731 1,289

表 2　収集語数 ・漢字数一覧

4. 出現漢字リスト

本節では、 上記の分析により得られた漢字のリスト化を試みる。 リスト化にあ

たり、 科目毎に出現数が多かった順に漢字を分類した。 まず、 索引の中で出現し

ている漢字の総字数 （出現漢字数） に対して該当の漢字が占める割合を 「出現

率」 とし、 出現率が 1.00％以上の漢字を 「最頻出群」 とした。

次に、 日本語能力試験のレベル分けを参考に分類した。 2010 年の改定前の日

本語能力試験の出題基準では、 出題される読みが限定されている 1 級の第 2 水

準漢字も含め、 合計で 2,040 字の漢字が出題対象とされており、 難易度順に、 4

級では 103 字 （5.05% ： 合計 2,040 字に占める割合、 以下同）、 3 級では 284 字

（13.92%）、 2 級では 1,023 字 （50.15%）、 1 級では 2,040 字となっている。 本調査
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では上記の出題基準に従い、 「常用漢字表 （平成 22 年内閣告示）」 （以下、 「常用

漢字」 とする） で提示されている 2,136 種の漢字と分析対象とした索引の中に出

現した常用外漢字 （「常用漢字」 に含まれない漢字） 77 種の合計 2,213 種の内、

上位 5.05% を占め、 「最頻出群」 に含まれない漢字を 「頻出群」、 続く 13.92% に

含まれる漢字を 「上位群」、 その他分析対象とする教科書の索引の項目中に出現

している漢字を 「出現群」 としてリスト化する。

以下、 表 1 の分類に従い、 各科目の索引に出現する漢字を出現する字数をもと

に 「最頻出群」 「頻出群」 「上位群」 「出現群」 に分けて表に示す。 出現数順に上

段の左から右へと配置し、 出現数が同数の漢字があった場合は常用漢字の提示順

に沿った。 「填」 「﨑」 はそれぞれ 「塡」 「崎」 の異形字として扱った他、 常用漢

字に含まれていない漢字は網掛けとし、 常用漢字の後に配置した。

漢字群 数学（410種）

最頻出群
22種 数 分 線 式 関 定 平 標 法 角 理 接 列 面 値 方 円 点 合 限 直 座

頻出群
89種

等 次 集 項 積 極 解 無 行 程 曲 率 正 対 間 不 象 変 大 形 確 軸 布 
差 均 散 公 乗 外 空 素 度 位 心 比 表 係 内 事 第 部 成 準 相 立 小 
三 体 連 微 複 有 根 則 重 中 本 母 垂 偏 弦 余 多 虚 四 図 件 上 条 
加 因 共 級 動 物 放 区 順 単 和 速 交 仮 同 原 指 実 向 双

上位群
203種

最 導 二 約 出 抽 要 化 整 反 一 期 元 離 論 負 辺 階 全 始 通 説 頂 
底 凸 域 検 続 般 逆 ■■楕 周 下 介 倍 媒 発 帰 号 進 独 復 互 累 規 示 
試 端 移 増 偶 含 切 団 記 漸 組 調 割 除 側 的 真 置 長 換 作 十 径 
個 開 結 補 排 片 球 近 焦 待 信 頼 環 奇 査 必 量 為 基 型 減 別 自 
判 絶 然 棄 却 計 囲 回 範 両 初 弧 高 役 例 収 束 右 可 既 左 商 属 
能 距 質 純 称 常 題 展 命 零 学 剰 否 利 意 循 推 乱 領 軌 偽 降 跡 
様 義 樹 終 密 用 類 算 水 代 納 背 非 末 完 似 従 性 箱 半 幅 傍 六 
央 恒 取 頻 ■■錐 金 時 振 短 閉 裏 渦 巻 求 少 付 文 葉 仰 統 被 運 黄 
子 昇 暗 掛 系 懸 字 道 配 隣 ■■俯 果 究 主 盛 析 臓 探 目

出現群
96種

画 強 星 転 鈍 ■■芒 以 鋭 危 険 鍵 五 弱 陣 段 筆 魔 胃 群 斜 殊 瞬 折 
特 ■■螺 銀 錯 書 消 場 巣 層 任 白 繁 棒 輪 ■■鳩 屋 許 誤 止 種 制 走 総 
測 帯 停 電 八 費 払 包 預 力 ■■楔 演 温 何 過 快 格 感 漢 幾 去 傾 月 
現 後 車 尺 縮 叙 証 状 食 神 聖 雪 節 旋 戦 前 足 虫 柱 得 年 秘 満 
未 明 路 ■■巴

表 3　「数学」 科目出現漢字
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漢字群 物理（496種）

最頻出群

21種
電 力 波 動 子 線 速 度 法 則 量 熱 性 数 気 位 射 体 磁 運 振

頻出群

91種

流 分 反 原 定 導 圧 光 音 率 合 放 毎 抗 直 誘 変 重 成 平 質 核 抵 
等 発 相 用 化 効 作 静 角 物 加 単 折 理 第 面 対 有 擦 比 摩 場 学 
方 自 正 半 点 界 存 長 保 素 温 回 極 端 屈 投 固 置 器 系 弾 周 可 
実 秒 間 関 荷 基 向 陽 外 時 水 壊 逆 係 絶 粒 列 慣 機 弦 差 内

上位群

199種

共 積 倍 部 三 容 式 大 仕 事 瞬 態 期 続 崩 一 均 交 中 同 不 由 立 
鉛 応 本 解 張 密 融 計 接 値 連 鏡 元 二 路 起 止 状 心 果 形 型 源 
次 非 空 像 下 地 超 能 離 行 円 衝 引 宇 軸 常 宙 被 膨 疎 万 臨 的 
管 強 太 ■■曝 開 色 程 入 誤 号 帯 短 偶 幅 並 要 準 進 球 験 然 断 突 
裂 干 件 減 互 最 初 渉 条 生 束 透 真 説 横 検 散 縦 赤 節 想 池 柱 
剛 鎖 在 整 媒 番 落 遠 縁 吸 曲 視 斜 収 組 転 独 燃 板 偏 料 零 陰 
右 価 格 字 表 腹 模 凹 距 撃 己 口 左 紫 手 終 焦 上 全 凸 微 永 久 
弧 再 種 消 蒸 伝 鳴 記 降 谷 国 際 山 乗 垂 星 石 潜 浮 閉 火 結 限 
衡 標 乱 炉 渇 枯 氏 四 純 震 層 日 沸 辺 補

出現群

185種

移 完 高 統 白 負 風 励 ■■箔 仮 害 顕 順 障 特 費 復 確 虚 近 径 欠 孔 
指 遮 弱 充 送 測 損 耐 底 天 倒 蔽 暗 渦 過 換 集 阻 代 聴 当 斑 余 
様 急 増 薄 乏 膜 滅 ■■縞 ■■楕 衛 殻 滑 御 刻 算 持 車 制 双 年 文 無 溶 
累 論 和 液 華 階 軌 規 究 軽 公 材 糸 縮 所 昇 図 多 探 調 破 般 晩 
返 包 望 棒 輸 絡 録 安 異 科 会 輝 緊 景 見 黒 資 示 似 室 写 社 主 
称 新 世 析 跡 題 炭 潮 低 騰 馬 背 廃 爆 伏 報 明 目 問 楼 ■■錐 ■■矮 ■■汐 
■■蜃 央 岡 花 械 楽 棄 給 供 仰 銀 経 蛍 現 個 後 工 硬 座 済 使 殊 樹 
秀 象 針 人 晴 斥 川 遷 前 粗 装 知 渡 土 灯 湯 道 鍋 軟 虹 描 律 郎 
惑

表 4　「物理」 科目出現漢字

漢字群 化学（652種）

最頻出群

18種
酸 化 電 素 水 子 合 性 塩 分 物 反 応 結 体 硫 解 質

頻出群

94種

池 基 気 数 金 法 炭 和 溶 元 量 定 銅 式 二 極 属 原 脂 液 鉛 重 晶 
鉄 度 則 銀 熱 成 学 渡 造 黄 単 高 状 石 位 構 樹 態 点 濃 離 平 力 
有 価 中 凝 無 衡 対 不 亜 剤 変 圧 発 方 共 次 一 陽 線 融 過 光 維 
酢 繊 還 蒸 動 配 換 活 糖 三 族 固 硝 飽 半 格 陰 加 殻 機 媒 生 窒 
非 油
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上位群

199種

形 同 期 滴 沸 乾 最 縮 弱 灰 軌 置 道 料 異 製 肪 華 昇 指 正 積 密 
移 鉱 導 燃 標 用 曲 触 錬 温 周 立 然 速 放 類 多 天 比 作 薬 核 交 
混 白 理 散 色 留 系 向 鋼 香 面 吸 級 準 蓄 透 乳 強 精 析 炎 逆 臭 
心 錯 親 赤 付 可 環 希 係 示 四 斜 出 的 界 均 保 型 充 青 説 氷 芳 
膜 磁 純 存 遊 両 空 焼 運 間 酵 上 脱 表 下 外 起 傾 組 大 伝 負 実 
絶 率 土 能 複 六 験 再 射 転 壊 硬 号 紙 遷 貴 義 降 黒 例 階 記 効 
試 洗 段 騰 却 径 五 第 沈 殿 冷 列 英 器 浸 自 疎 塡 安 開 全 相 程 
典 律 泥 展 関 揮 減 鎖 真 粗 超 抵 ■■銑 鏡 食 接 抽 部 由 臨 域 王 拡 
検 静 潮 延 果 荷 緩 在 字 衝 塑 層 適 尿 倍

出現群

341種

砂 染 濁 粉 炉 十 図 番 品 零 引 消 斉 双 太 沢 漂 未 粒 感 求 球 旋 
蔵 内 肥 閉 名 野 流 励 雨 会 軽 国 際 曹 息 特 波 毎 緑 泳 憶 官 管 
橋 誤 護 差 浄 須 想 底 薄 必 崩 本 ■■鍾 角 現 止 枝 失 称 象 像 測 弾 
等 風 別 防 員 含 究 懸 七 探 長 通 陶 軟 偏 鳴 要 何 架 幾 工 氏 舟 
集 常 場 川 総 値 着 直 統 洞 万 令 郎 依 煙 芽 完 顔 吉 距 業 計 座 
雑 算 残 治 湿 写 酒 彰 植 整 燥 端 調 添 田 灯 塔 粘 麦 腐 補 翻 訳 
容 乱 良 連 ■■閃 医 意 影 縁 桜 回 海 害 巨 菌 件 見 抗 項 紺 視 紫 詞 
事 主 終 少 条 進 人 声 阻 装 操 足 代 団 遅 注 低 働 板 微 命 模 役 
療 路 扱 因 右 栄 岡 較 岩 局 具 決 顕 限 語 告 左 皿 室 収 瞬 書 粧 
星 摂 占 側 村 耐 柱 張 鎮 痛 斗 当 凍 藤 突 年 搬 被 百 布 副 母 泡 
報 綿 誘 洋 窯 養 酪 利 領 漏 ■■辰 ■■嶋 ■■筍 胃 宇 雲 屋 火 花 河 苛 科 改 
貝 概 褐 寒 輝 牛 供 境 区 蛍 権 呼 孤 互 孔 孝 耕 細 崎 殺 山 支 仕 
史 市 旨 時 識 漆 謝 釈 修 汁 昭 症 掌 新 推 井 折 先 選 礎 束 続 台 
択 男 暖 地 宙 著 徴 澄 呈 都 塗 豆 島 豚 難 入 破 排 爆 八 般 飯 病 
並 壁 胞 味 冶 勇 与 歴 劣 裂 論 ■■錐 ■■脩 ■■劈 ■■俣 ■■釉 ■■浩 ■■秤 ■■鍮

表 5　「化学」 科目出現漢字

漢字群 生物（919種）

最頻出群

10種
胞 細 生 物 体 性 化 質 子 分

頻出群

101種

酸 伝 系 経 神 合 遺 原 血 的 動 植 素 種 成 基 林 菌 核 期 樹 光 中 
疫 免 脳 多 葉 環 類 応 酵 次 二 量 小 食 相 層 球 色 ■■胚 形 糖 度 液 
境 造 法 染 抗 構 帯 移 器 鎖 同 管 水 発 学 態 一 型 組 反 様 適 地 
位 群 受 者 膜 転 状 結 高 腺 異 産 定 内 感 自 節 電 複 間 山 吸 皮 
裂 温 養 塩 果 効 作 腎 栄
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上位群

203種

織 髄 解 外 極 筋 症 接 用 活 容 遷 然 変 換 表 副 緑 大 官 精 木 下 
重 尿 共 呼 泌 部 母 界 交 三 進 数 臓 長 卵 覚 現 統 立 花 幹 絶 亜 
刺 熱 能 補 回 視 線 全 布 連 激 消 心 存 対 不 真 垂 病 本 来 収 殖 
単 乳 暗 雨 芽 最 写 床 赤 標 無 説 窒 配 防 滅 維 運 後 根 脱 日 有 
固 出 製 繊 集 人 療 骨 制 草 代 点 陽 甲 達 粉 放 和 陰 競 脂 争 速 
調 導 半 被 費 離 路 縮 循 則 白 非 未 乱 屈 孔 終 常 脊 脈 機 御 行 
死 触 選 炭 特 毛 力 階 肝 顕 射 硝 前 択 突 限 再 属 濃 微 保 輸 理 
炎 記 個 黄 清 透 板 捕 流 因 開 森 先 独 媒 憶 鏡 元 室 送 端 腸 答 
平 列 気 始 新 名 優 溶 利 里 延 曲 号 照 償 枢 暖 置 直

出現群

605種

過 口 好 興 止 周 側 可 害 割 冠 規 凝 見 恒 索 指 謝 条 低 土 島 得 
肺 腐 奮 誘 予 抑 令 ■■鞘 医 在 習 静 虫 翻 網 訳 律 起 駆 古 四 失 実 
順 伸 阻 藻 密 面 幼 価 格 乾 荒 硬 準 潮 備 壁 報 要 猿 慣 砂 雑 時 
湿 情 図 頂 天 排 富 命 弥 夏 画 海 獲 関 減 己 候 散 示 軸 針 占 段 
提 漠 飽 房 目 門 ■■梢 ■■攪 岡 角 隔 滑 還 観 危 拒 惧 工 座 崎 従 純 所 
壌 足 断 値 着 入 貧 風 粒 縁 患 偶 計 糸 疾 主 勢 第 粘 斑 編 約 落 
輪 郎 圧 衣 灰 眼 逆 丘 魚 件 検 枯 資 治 浄 走 総 率 村 聴 年 倍 畑 
北 娘 明 陵 齢 鎌 干 寛 休 響 近 傾 鉱 査 剤 識 焼 浸 続 胆 張 燃 復 
辺 野 裸 ■■錐 ■■柴 影 科 渦 会 胸 強 局 験 梗 塞 耳 持 珠 春 処 除 上 乗 
深 双 担 短 椎 等 頭 洞 道 背 評 浮 眠 模 ■■疹 依 鑑 寄 義 求 嗅 区 径 
茎 係 欠 源 孤 互 綱 衡 込 昆 酢 社 弱 庶 傷 親 随 石 摂 川 潜 粗 挿 
束 鳥 典 痘 破 馬 肥 尾 夫 負 膚 肪 味 雄 略 硫 ■■閾 ■■佑 域 泳 鋭 央 家 
華 拡 潟 岩 季 旧 橋 向 絞 混 師 汁 助 縄 唇 正 析 折 栓 疎 団 鋳 跳 
通 堤 毒 軟 肉 繁 鼻 頻 敏 噴 片 歩 紡 膨 麻 綿 盲 薬 躍 良 領 ■■錘 ■■腔
■■鞭 ■■腱 為 意 遠 横 加 仮 介 蓋 括 陥 擬 吉 弓 隙 月 湖 五 護 広 更 紅 
妻 刷 式 晶 侵 診 須 塑 桑 即 知 庭 培 搬 盤 膝 必 品 付 文 哺 包 満 
紋 絡 両 霊 劣 ■■桿 ■■扁 飲 汚 貨 概 褐 汗 牛 供 蛍 誤 勾 告 国 彩 錯 試 
字 似 取 首 商 渉 設 胎 沈 豆 凍 桃 瞳 虹 認 拍 別 竜 料 廊 ■■脩 ■■智 安 
胃 育 右 円 荷 蚊 刈 完 寒 技 給 京 業 隅 警 決 圏 江 耕 降 溝 左 際 
雌 邪 充 獣 宿 術 書 少 象 障 礁 譲 信 整 積 戦 巣 創 装 増 他 汰 太 
袋 台 抽 爪 底 鉄 田 当 納 農 杯 爆 伴 腹 柄 弁 峰 埋 酪 痢 ■■棘 ■■糊 ■■淘
■■拇 愛 萎 引 永 英 桜 河 改 塊 壊 革 殻 確 岳 顎 希 紀 議 脚 久 朽 究 
級 距 協 狭 恐 均 金 銀 空 啓 芸 研 嫌 鍵 鼓 黒 佐 材 察 思 児 鹿 若 
十 柔 初 昇 証 賞 場 蒸 世 西 青 星 省 祖 礎 燥 蔵 測 耐 沢 探 遅 仲 
忠 柱 貯 超 澄 貞 締 泥 哲 都 東 筒 踏 敗 薄 鉢 判 否 疲 氷 苗 父 閉 
方 牧 役 羊 洋 隆 臨 涙 冷 老 労 録 枠 ■■縞 ■■也 ■■叉 ■■馴 ■■播 ■■薮 ■■窩 ■■葯 ■■蕾 ■■俣
■■爬 ■■伊 ■■嚢 ■■萌 ■■拮 ■■疱 ■■芻

表 6　「生物」 科目出現漢字
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5. 分析・考察

5.1. 出現漢字分析

3 節の表 2 でも示したように、 今回作成したリストには 1,289 種の漢字が出現

していた （数学 ： 410 種、 物理 ： 496 種、 化学 ： 652 種、 生物 ： 919 種）。 内、 77

種は常用漢字に含まれていない 「常用外漢字」 であった。 以下、 表 7 に科目別、

漢字群別に出現した常用外漢字を示す。

数学 （8 種） 物理 （8 種） 化学 （14 種） 生物 （38 種）

最頻出群 0 種 0 種 0 種 0 種

頻出群 0 種 0 種 0 種 1 種 （胚）

上位群 3 種 （楕 錐 俯） 1 種 （曝） 1 種 （銑） 0 種

出現群 5 種 （芒 螺 鳩 
楔 巴）

7 種 （ 箔 縞 楕 
錐 矮 汐 蜃）

13 種 （鍾 閃 嶋 
辰 筍 錐 脩 俣 
劈 鍮 釉 浩 秤）

37 種 （鞘 攪 梢 
錐 柴 疹 閾 佑 
錘 腔 鞭 腱 扁 
桿 脩 智 棘 糊 
淘 拇 俣 縞 爬 
也 叉 馴 播 薮 
窩 葯 蕾 嚢 萌 
拮 疱 芻 伊）

表 7　索引に出現している常用外漢字

「最頻出群」 では常用外漢字は見られなかったものの、 「胚」 が生物の 「頻出

群」 に出現しており、 他にも 5 種の漢字が 「上位群」 の項目に用いられている。

また、 「錐」 のように複数の科目で出現する常用外漢字が 4 種あることが確認で

きた （錐、 楕、 脩、 俣）。 内、 「錐」 は 「円錐」 （数学）、 「錐体細胞」 （生物） 等の

項目に用いられていたが、 「楕」 は 「楕円」 を含む項目のみに用いられ、 「脩」 は

「下村脩」 （人物名）、 「俣」 は 「水俣病」 の項目のみで出現していた。

また、 常用漢字の中でも 924 種の漢字は今回分析対象とした教科書の索引には

出現していない。 表 8 では改定前の日本語能力試験の級と照合を試みたが、 いず

れの級にも用いられていない漢字があった。
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未出現字種数 字種例

4 級 13 駅 九 言 校 今 週 女 店 読 買 聞 友 話

3 級 30 悪 院 映 歌 館 教 兄 犬 建 考 菜 私 姉 借 暑…

2 級 197 案 委 偉 営 園 欧 奥 億 菓 靴 課 絵 各 額 刊…

1 級 670 哀 握 威 尉 慰 壱 逸 芋 姻 韻 浦 詠 益 悦 謁…

級外 14 畝 翁 虞 嚇 且 侯 爵 薪 帥 但 朕 奴 婆 隷

表 8　索引に出現していない常用漢字 （計 924 種）

科目別に出現している字種数を見ると、 「生物」 が最も多く 919 種、 続いて

「化学」 （652 種）、 「物理」 （496 種）、 「数学」 （410 種） の順に多かった。 すなわ

ち、 生物を日本語学習者が学ぶ場合、 特に漢字学習の面で負担が生じやすいこと

が窺われる。 さらに、 「物理」 「化学」 「生物」 では 「数学」 よりも索引で示され

る項目が多く、 同様に、 多くの漢字が出現していることも明らかになった。

また、 各群で出現する漢字を改定前の日本語能力試験 （JLPT） の出題基準別

に分類し、 各群で出現する字種数に対する割合を算出した。

【数学】

JLPT
旧基準

最頻出群
（22 種）

頻出群
（89 種）

上位群
（203 種）

出現群
（96 種）

合計
（410 種）

字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合

4 級 2 9.09% 14 15.73% 19 9.36% 13 13.54% 48 11.71%

3 級 3 13.64% 15 16.85% 31 15.27% 15 15.63% 64 15.61%

2 級 17 77.27% 52 58.43% 106 52.22% 46 47.92% 221 53.90%

1 級 0 0.00% 8 8.99% 44 21.67% 17 17.71% 69 16.83%

級外 0 0.00% 0 0.00% 3 1.48% 5 5.21% 8 1.95%
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【物理】

JLPT
旧基準

最頻出群
（21 種）

頻出群
（91 種）

上位群
（199 種）

出現群
（185 種）

合計
（496 種）

字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合

4 級 3 14.29% 9 9.89% 24 12.06% 19 10.27% 55 11.09%
3 級 5 23.81% 17 18.68% 28 14.07% 29 15.68% 79 15.93%
2 級 10 47.62% 52 57.14% 104 52.26% 80 43.24% 246 49.60%
1 級 3 14.29% 13 14.29% 42 21.11% 50 27.03% 108 21.77%
級外 0 0.00% 0 0.00% 1 0.50% 7 3.78% 8 1.61%

【化学】

JLPT
旧基準

最頻出群
（18 種）

頻出群
（94 種）

上位群
（199 種）

出現群
（341 種）

合計
（652 種）

字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合

4 級 4 22.22% 10 10.64% 18 9.05% 32 9.38% 64 9.82%
3 級 4 22.22% 13 13.83% 29 14.57% 50 14.66% 96 14.72%
2 級 7 38.89% 49 52.13% 105 52.76% 150 43.99% 311 47.70%
1 級 3 16.67% 22 23.40% 46 23.12% 96 28.15% 167 25.61%
級外 0 0.00% 0 0.00% 1 0.50% 13 3.81% 14 2.15%

【生物】

JLPT
旧基準

最頻出群
（10 種）

頻出群
（101 種）

上位群
（203 種）

出現群
（605 種）

合計
（919 種）

字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合 字種数/ 割合

4 級 3 30.00% 12 11.88% 24 11.82% 36 5.95% 75 8.16%
3 級 3 30.00% 14 13.86% 29 14.29% 71 11.74% 117 12.73%
2 級 3 30.00% 54 53.47% 104 51.23% 254 41.98% 415 45.16%
1 級 1 10.00% 20 19.80% 46 22.66% 209 34.55% 276 30.03%
級外 0 0.00% 1 0.99% 0 0.00% 35 5.79% 36 3.92%

表 9　日本語能力試験の出題基準 （改定前） 毎の出現字種

改定前の日本語能力試験では、 各級で新たに出現する漢字の 1 級までに扱われ
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る漢字の総数 （2,040 字） に対する割合は、それぞれ 4 級が 5.05%、3 級が 8.87%、

2 級が 36.23%、 1 級が 49.85% となっている。 この割合を上記の表 9 と比較する

と、 一部を除き、 4 級から 2 級までは改定前の日本語能力試験の割合より高いも

のの、 1 級は全科目において下回っている。 すなわち、 今回分析対象とした教科

書の索引では、 出現した総字種に対し、 4 級から 2 級までの漢字が占める割合が

改定前の日本語能力試験よりも大きいことが明らかになった。

なお、 今回は紙幅の都合で扱わなかったが、 出現した字種数ではなく、 出現し

た漢字数で割合を算出する場合、 異なった結果が得られる可能性もある。

5.2. 教材開発に向けて

本稿で作成を試みた漢字リストにより、 日本の高等学校で学ばれている 「数

学」 「物理」 「化学」 「生物」 の語彙を理解する上で必要な漢字の傾向が明らかに

なった。 本成果を取り入れた漢字教材の作成により、 リストで 「最頻出」 「頻出」

となっている漢字を教材内で重点的に提示することが可能となり、 理系科目でよ

く使われている漢字から優先的に学べる教材となることが期待される。 特に日本

語の学習を開始したばかりの入門 ・初級期の学習者が将来的に専門分野で使用す

る可能性の高い漢字の学習を意識的に行うことにより、 理系科目と日本語学習で

学ぶ漢字の関連づけも可能になるのではないだろうか。

また、 今回分析対象とした科目では表 9 で示したように 4 ～ 2 級相当の漢字が

比較的多く出現する傾向が見られ、 入門 ・初級期から日本語の学習と並行して日

本語での理系科目の学習が進められる場合であっても、 初級レベルとされる漢字

から学習を進めることで理系科目の語彙の理解が促進されると見られる。 ただ

し、 4 ～ 2 級相当の漢字の中にも理系科目の教科書の索引には出現していない漢

字もある点に注意が必要であろう。

さらに、 本稿では高等学校の教科書のみを分析対象としたが、 これらの教科書

の索引には中学校までに理解しておくべき項目が索引に含まれていないというこ

とも考えられる。 今回分析対象とした 「物理」 「化学」 「生物」 にはそれぞれ 「物

理基礎」 「化学基礎」 「生物基礎」 が設けられており、 「物理基礎」 と 「物理」 の

ように 「基礎」 がついている科目の教科書とついていない科目の教科書とではそ
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れぞれ漢字の出現において異なった傾向が見られることもあった。 出現漢字リス

トの中で上位となっていない漢字や含まれていない漢字についても、 中学校まで

に理解が必須となる項目に含まれている可能性もあり、 さらなる検討が求められ

る。

6. おわりに

本研究では、 理系 4 科目の教科書 147 冊を対象に、 その索引に出現する漢字の

調査を行い、 出現頻度に基づいて 「最頻出群」 から 「出現群」 までの 4 群に分類

してリストを作成した。 今回作成したリストには 1,289 種の漢字が出現し、 その

内 77 種が常用漢字に含まれていない 「常用外漢字」 であった。 また、 常用漢字

の中で 924 種の漢字は出現しなかった。 科目別には 「生物」 が最も多く、 続いて

「化学」、 「物理」、 「数学」 の順に多かった。 「物理」 「化学」 「生物」 では 「数学」

よりも索引で示される項目が多く、 同様に、 多くの漢字が出現していることも明

らかになった。 また、 日本語能力試験の出題基準 （改定前） 別に分類し、 各群で

出現する字種数に対する割合を算出したところ、 4 級から 2 級までの漢字が占め

る割合が改定前の日本語能力試験よりも大きいことが明らかになった。

今回の調査では漢字の読みについては分析していない。 久保田 ・ 杉山 （2022）

が指摘しているように、 語彙の意味や読みには理系科目特有のものもあることか

ら、 今後は読み方についても分析する必要がある。 また、 教材を作成するうえで

は語彙の調査も必要である。 出現頻度の高い漢字の語彙についても今後調査を行

いたい。
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An Attempt to Create a Kanji List Based on 
Key Terms in Four Science Subjects in 

High School Textbooks

In this study, an attempt is made to create subject-specific lists of Kanji 
(Chinese characters) appearing in the indexes of high school textbooks for the 
subjects of “Mathematics,” “Physics,” “Chemistry,” and “Biology.” Targeting 
147 textbooks in the natural sciences at the high school level, the study 
collects entries from their indexes, categorizes them into four groups (“Most 
Frequent Group” to “ Appeared Group”) based on the frequency of kanji 
occurrence, and creates a list. The resulting list comprises 1,289 kanji, with 77 
categorized as “Non-Jōyō Kanji” (kanji not included in the list of commonly 
used characters). Additionally, 924 common kanji did not appear. Regarding 
the number of kanji appearances by subject, “Biology” had the highest count, 
followed by “Chemistry,” “Physics,” and “Mathematics” in descending order. 
In “Physics,” “Chemistry,” and “Biology,” there were more index entries than in 
“Mathematics,” revealing a higher presence of kanji. Furthermore, by classifying 
the kanji based on the standards of the Japanese Language Proficiency Test 
(before revision) and calculated the proportion of kanji in each level, we found 
that the proportion of kanji appearing in levels 2 to 4 was higher than that in 
grade 1 of the JLPT. The paper also discusses the potential use of the kanji list in 
educational material development.
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